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1 美術・工芸・工業製品などで、その形・色・模様・配置などについて加える装飾上の工夫。デザイン。参考：大辞林。 
















































    
 
ルウェーの陶磁作家Arne Ase氏との出会いもあり彩磁の研究にさらにのめりこんでいった経緯がある。 
 本作は、磁土の泥漿鋳込の技術により成形された球体を、柔らかなうちに裁断し自由な形態を作り、表
面には台湾の果物の模様がニスレジスト技法により浮き彫りのように表される。さらに彩磁により色を施
し無釉で焼きしめる。地面にじかに置かれた大きな壺から発するように吊り下げられたおよそ百にもおよ
ぶオブジェは光を通し、それらは軽やかに空間を演出することに成功した。器に発した制作が近代芸術の
ものの見方を取り入れ台座の不要、用とは別の作品造りにまで至りその作品世界は大きく変化した。これ
は、工芸の範疇で制作してきた作者が、技法としての表現を作品として昇華させうるのかというひとつの
挑戦であり、大いに評価に値する秀作と判断する。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 
 台湾出身の筆者は、留学生として３年間金沢で学んだ後、本学の博士課程に入学した。入学当初より造
形表現の優れた器の作品制作をしており、研究成果の期待できる人物であった。 
 四章からなる論文は、第一章に台湾の歴史的背景と民族の紋様、筆者が台湾紋様と称する鮮やかな花布
と提出作品のモチーフである台湾の果物ついて論じられている。第二章では、提出作品のテーマでもある
彩磁について、研究成果のデーターと共に詳細な技法が述べられており、同様の技法を研究する陶芸制作
者には貴重な資料となるであろう。第三章では、今回の作品制作につながる台湾での取り組み、金沢、東
京での作品の変化について述べている。第四章では、提出作品のコンセプトについて来日以来受けた、日
本文化の影響と自身の制作姿勢を交えた論考を踏まえ、制作工程を丁寧に書き込み、課程博士としての体
裁を整えた論文である。 
 提出作品は論文題目と同じ「恋果物語」であるが、これまで取り組んできた、机上の作品と異なり、宙
に吊り下げたインスタレーション的作品として表現されている。これは、筆者自身が来日以来あたためて
来た構想の具現化である事が、論文から理解出来る。母体となる床置きの大きな球体の器を受け身として、
その上に様々な記憶や形を込め成形され、果物をモチーフにした大小百点近くの小オブジェが宙を舞う作
品である。成形には、白色度の高い透光磁器土を用い、鋳込み成形した球体を生乾きのうちに裁断し再構
成する独自の新しい成形法によって形作られている。さらに素焼き前にラックレジスト技法によるレリー
フ状の紋様を表し、彩磁による彩色を施して軽やかな色調の作品に仕上げている。作品の成形技法や加飾
に用いた彩磁の研究等、独自性の高い研究制作は博士学位授与に相当するものと評価したい。
